
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 鹿島鉄道保存会 
 
鹿島鉄道保存会は、２００７年３月末をもって廃止された鹿島鉄道の気動車３両（KR-501・ｷﾊ 431・ｷﾊ 714）をはじめ関連物品・資

料・写真等を保存展示している「私設・鹿島鉄道記念館（通常は非公開）」の運営サポートを行っている任意団体で、旧かしてつ応援
団をはじめとする存続運動関係者や鹿島鉄道愛好家などの有志で構成され、「鹿島鉄道が心の底から好きだった」という共通認識で
つながっています。  
  ２０２４年６月に小美玉市アピオスにて「かしてつ石岡～常陸小川間開通１００周年記念事業」を鉾田駅保存会・小川南病院との共
催で開催し、鹿島鉄道・かしてつバスの写真や資料を展示したほか、地域公共交通をテーマとした『記念シンポジウム』を開催しまし
た。２０２５年１０月には関東鉄道騰波ノ江駅にて「思い出の筑波鉄道・鹿島鉄道展」を開催、同年１１月にバスツアー形式で鹿島鉄
道記念館の特別公開を実施しました。 

今後の活動予定や鹿島鉄道記念館の公開については、当会 Facebook ページでお知らせしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

復元した鉾田駅出札口       自社発注車の KR-501 と夕張鉄道出身のキハ 714 

展示場所：鹿島鉄道記念館（茨城県小美玉市 ※住所非公開） 
事 務 局：埼玉県川口市東領家 4-3-14  
Facebook：https://www.facebook.com/kashitetsu 

鹿島鉄道について 

  

 
 
   鹿島鉄道の位置 
 
 

茨城県 
                太平洋   

◎水戸   
              鹿島鉄道 
             石岡 
                  鉾田 
    

 

 


